アントレプレナーシップ教育実践事例

＝尾花沢市立鶴子小学校＝

～平成１５年７月３日より販売活動開始～

　　


今年度、尾花沢市立鶴子小学校では、山形県村山総合支庁戦略プロジェクトの２１世紀起業家精神醸成事業モデル校として、㈱セルフウィング（平井由紀子　代表取締役、本社：東京都新宿区）の立てたカリキュラムを取り入れ、総合的な学習の時間におけるアントレプレナーシップ教育に取り組んで来ました。
同校の販売活動の特色は、自分たちで栽培した野菜を販売するというところにあります。

同校柏倉教頭の報告より、その販売活動についてリポートします。

（文責　東北経済産業局企画課　三瓶）

前期の大半は、大根等の栽培活動に費やし、合間を縫って販売に向けての４つの会社（６人ずつの３年生～６年生のグループ）ごとに、それぞれの思いを大切にして、事業計画を立ててきました。
その結果、

７月　３日（木）：最初の大根の収穫をする（およそ250本ほど）。

　　　　それを学区内の鶴子地区（戸数は140戸）を子どもたちが回り売りして歩く。
７月１３日（日）：地元の薬湯温泉で毎週土日ごとに行われる朝市に２つの会社が店開きする。
近接にある「おしん」で有名な銀山温泉の朝市に２つの会社が店開きする。
(なお、銀山温泉の朝市では大根を買ってくれる人は少ないとの子ども達の見込みを受けて銀山温泉の旅館に直接大根を買ってもらうことも計画）
７月１７日（木）：授業参観で保護者に大根を販売する。
以上３回の販売活動を行うことになりました。

当初は授業参観だけの予定でしたが、会社ごとの事業計画を立てているうちに　栽培活動で1200本程度の大根が収穫できることがわかり、それを販売するため、上記の３回の販売にそれぞれの会社の話し合いで決定しました。
＜７月３日に向けて＞

こうした活動が計画できた背景に、尾花沢市の地元企業・有限会社テンプレス取締役で特定非営利活動法人山形アイビジネスネットワークで活動する塩原未知子さんが販売アドバイザーとして、子ども達の会社の疑問や情報提供をしていだだいたことがあります。（朝市で販売したいという子どもの願いを具体的にアドバイスしていただきました。）
いよいよ最初の販売活動ですが、問題点もたくさんあります。
１つめ　大根を回り売りして歩く時間帯が４時すぎから５時半までしかできない。
（学校の教育活動としてはその時間帯が限度）
２つめ　大根は鶴子地区の各家庭で栽培している。

　大根は家でも作ってるからいらないという家庭が多い。
３つめ　子どもが売り歩くのだから　同情で買ってくれるであろう。（これでいいのか？）
学校では、販売活動に向けて、先生方（４学級しかないので４人だけ）が試行錯誤していました。
ただ、救われるのは、子どもたちが少しずつ本気になってきていることです。楽しんでいます。
その楽しさを大切にしながら、販売活動を成功させたいと思います。
＜７月３日の概要＞

午後２時過ぎから　畑の大根を収穫しました。思った以上に大きく育っていたため　全体の４割ほど約500本を抜きました。
それを学校に軽トラック（ＰＴＡや老人クラブの協力）で運び、１本１本洗いました。
結局４時３０分ぐらいから回り売りが始まり、終わったのが６時３０分です。

先生方もくたくたでした。
収益は、概算で全体で３万ぐらいにはなったそうです。

集落の偏りがあり、今回の回り売りについては社長同士話し合って、144戸の地区の家々を分担して回り、１本70円で売り、収益は４等分することになっていますので、１会社8000円ぐらいの収益になる見込みです。
地区の人たち、特にその時間はおじいちゃんやおばあちゃんが大半で、今か今かと子どもたちがくるのを待ちわびる人もいます。
１０本単位で買ってくれる人、がんばれと励ましてくれる人、つりはいらないといってくれる人、上手に育てたとほめてくれる人、自分の子どもや孫のように　地区の人たちの目は温かくて、その温かさに感動した販売活動でした。
子どもたちもどんどん買ってくれるので　大根が足りなくなり、協力してくれる保護者（各班１人しかいませんが）が車で何度も大根を学校から運んでくれました。
変形して売れない大根が多少残ったぐらいで　ほとんど完売状態でした。
子どもたちは疲れもしらず、とても満足していました。
